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協議事項（２） 
NPO法人 市民活動センター神戸 

2020年度事業計画（2020.4.1～2021.3.31） 
 
2020年度の活動方針 
 昨年度１年間かけて、ひょうごコミュニティ財団との事業の統合や棲み分けを進め、新年度（4月1日）
より、NPO支援事業を中心に多くの事業をひょうごコミュニティ財団に移しました。 
 コミュニティ財団と分離したKECは、当面は職員を置かない小さな法人となり、アドボカシーやネッ
トワーク活動を中心にしていくことになります。2月から世界を覆っている新型コロナウイルス感染拡大
にともない、NPOが従来から支援している人々の困難も深まることが予想されNPOのニーズは高まりま
すが、他方、NPO自身の経営も、寄付金や会費の減少、事業収益、行政からの資金の減少が予想され、
大きな困難が予測されます。HYOGONなどのネットワークを活かした提言活動や情報提供を行っていき
ます。 
 ひょうごコミュニティ財団の立ち上げ支援には、準備期の2011年から数えて9年を要しましたが、よ
うやく自立し本格的なコミュニティ財団へと成長しつつあります。しばらくは、事務局長の時間などの
資源をこちらに集中し、その離陸・発展を確かなものにしていきます。 
 ※去る3月22日に認定NPO法人としての期限を迎え、更新をしなかったため満了・終了しました。2010年10月1日（国 

  税庁長官認定）から約9年半の認定NPO法人時代でした。 

 
 
１．NPO 支援事業 
 この部門で行ってきた事業はすべてひょうごコミュニティ財団で行うこととし、当面の間休止する。 
 
２．NPO のための資源仲介事業 
 休止する。 
 
３．調査研究、政策提言事業 
（１）NPO やまちづくりに関する調査、政策提言事業 
  ①「休眠預金コロナ支援活用検討会」（※）などを中心に、コロナ禍の中にある市民活動の状況改善

のために、休眠預金その他について、必要に応じてアドボカシー活動を行う。 
    ※休眠預金コロナ支援活用検討会 https://peraichi.com/landing_pages/view/collaboj2020 
      発起人 認定NPO法人アカツキ（福岡県、永田賢介代表理事） 
          小池達也（よだかの学校運営委員会 代表理事；岐阜県） 
          坂本憲治（NPO法人市民社会創造ファンド事務局次長；(東京都） 
          実吉 威（公益財団法人ひょうごコミュニティ財団 代表理事；兵庫県） 
          早瀬 昇（社会福祉法人大阪ボランティア協会 理事長；大阪府） 
          松原 明（休眠預金コロナ支援活用検討会代表；東京都）★本検討会代表 
          森山誉恵（認定 NPO 法人 3keys 代表理事；東京都） 
    （注）この活動、所属をコミュニティ財団にしましたが、KECにした方がよかったか。 



  ②ひょうご市民活動協議会（HYOGON）等を中心に、コロナ禍の中にある市民活動の状況改善のた
めに、県内NPOのネットワークづくりや行政への提言活動などを行う。 

 
４．災害支援事業 
（１）被災地・避難者支援事業 
  福島への支援のほか、兵庫で「避難サポートひょうご」に参加する。 
  ※昨年度から15万円の繰越金（東北の団体への助成原資として）があるので、今年度、早々に助成

を実施したいと思います。 
 
 
【参考】2019年度事業計画 
１．NPO 支援事業 
（１）認定NPO 法人相談事業 
   規模は約100万円縮小するが、認定NPO法人の更新が集中する年でもあり、広報に力を入れ充実を図る。 

※神戸市委託事業 
（２）相談・セミナー事業 
   個別相談や訪問相談、交流会などを企画し、地域のNPOとの関係構築、深化を図る。引き続き、「NPO

の評価」のあり方について研修等を実施する。 
    ※ボランタリー基金の助成申請（中間支援、評価研修） 
（３）神戸元町NPO ポート事業 
   従来通り。 
（４）その他のNPO 支援事業 
   学び支援（講師派遣）事業その他を実施する（神戸市アドバイザー派遣事業は終了した）。 
    ※自主事業としての講座（出張研修など）は、性格としては（２）にも近いが便宜上ここに分類する。 
 
２．NPO のための資源仲介事業 
（１）ひょうごコミュニティ財団支援事業 
   2013年6月に設立されたひょうごコミュニティ財団への支援を引き続き行う。2019年度1年間をかけ

て、実質的な経営統合を模索する。 
 
３．調査研究、政策提言事業 
（１）NPO やまちづくりに関する調査、政策提言事業 
   休眠預金その他について、必要に応じてアドボカシー活動を行う。 
 
４．災害支援事業 
（１）被災地・避難者支援事業 
   福島への支援のほか、兵庫で「避難サポートひょうご」に参加する。 
 


